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近年、温暖化現象や化石燃料の枯渇などの地球規模における

問題から、水素を中心としたエネルギー社会（水素社会）の構築

が望まれています。水素は将来的には太陽電池などの再生可能エ

ネルギーで得られた電力から水の電気分解により生成すること

が理想的です。また、水素を消費する際も、水素のもつ化学エネ

ルギーを電気エネルギーに高効率に変換する燃料電池での使用

が期待されており、特に自動車の動力源としての普及が期待され

ています（図1）。 

参考WEBページ：資源エネルギー庁「ようこそ！水素社会へ~水素・燃料電池政策について」 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/hydrogen/ 

 

この燃料電池や水の電気分解装置の中で、水素から電気エネルギー

を取り出す反応、その逆である電気エネルギーを用いて水素を生成す

る反応に対して触媒作用を示すのが白金(Pt)です。白金触媒は表面積

を増加して反応性を増すために図２に示すような数ナノメートルサ

イズのナノ粒子として炭素粉末などに乗せて用いられますが、白金は

希少かつ高価な金属であるため、使用量の削減が求められています。

現在、白金は水素関連の触媒として、ほとんど唯一無二の存在です。

また、白金はその高い特性、化学的安定性から様々な化学プロセスに

も触媒として用いられています。それでは、数多くある遷移金属元素

（図3）の中でも白金が触媒として高い特性を示す物理的・化学的起

源は何処にあるのでしょうか？白金に代わる触媒は作れないのでし

ょうか？ 

 

本研修では、水の電気分解による水素発生反応を例として、各種金

属・合金薄膜を作製、その触媒特性評価を行い、数ある金属の中でも

なぜ白金が特に高い特性を示すかについて学びます。更に、実験後の

ディスカッションから白金を超える触媒の可能性について想像して

もらいます。来るべく水素社会の中で重要な役割を果たす触媒の仕組

みを学び、その不思議や奥深さを体感してもらいたいと思います。 

講義・実験は全て対面で行うことを予定しています。  

図 2 白金ナノ粒子の透過型
電子顕微鏡像（もやもやとした
薄いグレーの粒子が炭素、黒い
粒子が白金） 

図１  燃料電池自動車
(FCV) 

図３ 様々な遷移金属元素。どの
金属を組み合わせると水素発生
触媒として機能するだろう？ 


